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バックエンド対策に関する技術開発

　原子力施設等から発生した放射性廃棄物を安全に処分
するためには、その中に含まれる放射性核種の種類と濃
度を把握する放射能評価が不可欠です。私たちは合理的
で信頼性の高い放射能評価手法を確立するため、非破壊
�線測定や破壊分析（放射化学分析）により廃棄物試料
中の核種組成・濃度等のデータの収集を進めています。
　放射能評価が必要となる放射性核種は、予備検討の結果
２９核種に絞り込まれていますが、そのうち２１核種は、放射
化学分析が必要な������線を放出する核種です。これ
らの核種を従来の放射化学分析法で分析した場合、試料
の溶解処理に長時間を要することや、化学分離が煩雑で
二次廃棄物発生量が多いこと、半減期の非常に長い核種の測
定に長時間を要することなどが問題となっていました。
　そこで私たちは、浅地中処分に相当する比較的放射能
濃度の低い多数の廃棄物試料を効率良く分析することを
目的に、廃棄物分析の基本フローを作成するとともに、
分析作業の迅速化に有効な要素技術の開発を行ってきま
した（図１１ -６）。

　非破壊�線測定については、��検出器４台で同時測定
を行う多重�線測定法を適用することにより測定を高効
率化し、従来、湿式分析が必要であった核種の非破壊分
析を可能としました（図１１ -７）。溶融固化体等の難溶解
性試料の溶解処理にはマイクロ波加熱分解法を適用し、
核種の保持性を考慮した迅速な溶解法を開発しました。
また、������線核種の分離には、従来の溶媒抽出法
に替わる固相抽出法を適用することで、分離を迅速化す
るとともに廃液等の二次廃棄物発生量を低減することが
できました（図１１ -８）。そのほか、測定法についても、
レーザー共鳴電離と回転電場偏向を組み合わせた飛行時
間型質量分析装置を新規に開発するなどした結果、従来
法と比較し、分析フロー全体で所要時間を１/３程度に
短縮することができました。
　これらの成果を取りまとめた分析指針を用いて、今ま
で以上に廃棄物放射能データを効率的に取得できること
が期待されます。

�廃棄物分析の簡易�迅速法の分析指針�
11 －３ 研究施設等廃棄物に含まれる放射性核種の分析技術
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図１１ -６　廃棄物分析の基本フロー
各廃棄物試料は、非破壊�線測定を行ったあと、核種の性状に応じて加熱，酸浸漬，アルカ
リ溶融，マイクロ波加熱による前処理を行います。前処理により溶液化した試料は、固相抽
出剤等を用いて化学分離を行い、�線や�線等の放射線測定を行います。また半減期が非常
に長い核種は、質量分析法を適用して放射能を定量します。

図１１ -７　多重�線測定装置
非破壊�線測定では、 ６０��等に起因
するバックグラウンド計数の増加に
より、ほかの核種の検出限界が上昇
することが問題でしたが、多重�線
測定法を適用することにより、検出
感度を大きく向上させることができ
ました。

図１１ -８　固相抽出樹脂による核種分離
������線核種の分離に固相抽出剤
を適用し、分離の迅速化と廃液等の二
次廃棄物発生量の低減を図りました。
この写真は、��の固相抽出を行ってい
る様子を示しており、赤く発色して
いる部分にNiが抽出されています。




